
苛
　
子
　
の
　
↓
　
欲
　
」
　
に
　
つ
　
い
　
て

(
一
)
　
は
じ
め
に

菊
子
人
間
観
の
核
心
が
、
そ
の
性
悪
説
に
あ
る
こ
と
は
賛
言
を
得
た

①

な
い
。
従
っ
て
、
筍
子
の
性
に
関
す
る
論
稿
も
多
く
、
そ
れ
ぞ
れ
分
析

の
視
点
は
異
な
る
も
の
の
、
そ
こ
に
は
性
を
実
体
と
し
て
捉
え
る
実
体

論
的
思
考
が
共
通
し
て
見
ら
れ
る
。
こ
の
視
座
か
ら
は
、
性
の
二
重
構

造
や
性
悪
説
の
論
理
的
矛
盾
は
容
易
に
抽
出
さ
れ
る
が
、
こ
の
視
座
を

転
換
し
な
け
れ
ば
、
筍
子
の
論
理
的
矛
盾
が
何
故
何
処
か
ら
生
じ
て
来

た
の
か
、
そ
の
思
想
的
根
拠
に
迫
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

ま
た
　
『
苛
子
」
　
に
は
、
性
だ
け
で
な
く
、
欲
に
関
す
る
言
説
が
多
く

兄
い
だ
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
、
戦
国
の
世
に
生
き
る
人
の
現
実
を
凝
視

苛
子
の
　
「
欲
」
に
つ
い
て
　
(
橋
本
)

橋
　
本
　
敬
　
司

し
た
結
果
、
苛
子
が
特
に
　
「
欲
」
　
に
関
し
て
徹
底
的
に
思
索
を
深
め
、

こ
の
視
座
か
ら
人
間
を
理
解
し
よ
う
と
し
た
こ
と
の
表
れ
で
あ
る
。
つ

ま
り
、
性
悪
説
を
核
と
す
る
筍
子
の
人
間
観
は
、
現
実
の
人
間
の
欲
に

対
す
る
思
索
を
深
め
る
視
座
か
ら
こ
そ
説
き
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

小
論
は
、
欲
に
関
し
て
哲
学
的
思
索
を
深
め
た
最
初
の
儒
者
苛
子
の

欲
が
如
何
な
る
概
念
で
あ
っ
た
の
か
、
孔
子
・
孟
子
と
対
照
す
る
こ
と

で
そ
の
独
自
性
を
明
確
に
し
、
ま
た
そ
の
欲
に
関
す
る
言
説
を
読
み
解

く
こ
と
で
、
有
子
が
人
間
を
如
何
な
る
存
在
と
し
て
捉
え
よ
う
と
し
た

の
か
を
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
苛
子
が
な
ぜ
性
悪
説
を
説
か
ね
ば
な

ら
な
か
っ
た
の
か
、
ま
た
何
を
目
指
し
た
の
か
を
明
確
に
す
る
た
め
の
、

こ
れ
は
必
要
に
し
て
不
可
欠
の
思
想
的
試
み
、
否
営
み
で
あ
る
。
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碍
子
の
　
「
欲
」
　
に
つ
い
て
　
(
橋
本
)

(
二
)
　
孔
子
・
孟
子
の
　
「
欲
」
　
に
つ
い
て

一
　
孔
子
の
欲

そ
の
現
実
主
義
的
人
間
観
に
基
づ
き
、
人
を
君
子
と
小
人
に
裁
断
し
、

②

人
の
可
能
性
の
芽
を
摘
ん
だ
孔
子
の
欲
に
関
す
る
言
葉
を
　
『
論
語
』
　
か

ら
拾
い
上
げ
て
み
よ
う
。
「
克
、
伐
、
怨
、
飲
、
不
行
焉
、
可
以
烏
仁

央
」
　
(
憲
問
)
　
を
除
け
ば
、
「
己
欲
立
而
立
人
、
己
飲
達
而
達
人
」

(
薙
也
)
　
「
己
所
不
欲
、
勿
施
於
人
」
　
(
顔
淵
)
　
「
愛
之
欲
其
生
、
悪

之
欲
其
死
、
既
欲
共
生
、
又
欲
其
死
、
是
惑
也
」
　
(
顔
淵
)
　
「
子
張
日
、

阿
謂
五
美
。
子
日
、
君
子
悪
而
不
費
、
努
而
不
怨
、
欲
而
不
貧
、
…
…

し
　
欲
仁
而
得
仁
、
又
焉
貧
」
　
(
尭
日
)
　
の
よ
う
に
、
全
て
　
「
欲
す
」
と
い

う
動
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、
孔
子
に
お
い
て
は
　
「
欲
」
を
哲
学

的
概
念
と
し
て
捉
え
る
思
考
は
無
か
っ
た
と
言
え
よ
う
。
「
夫
子
之
言

性
輿
天
道
、
不
可
得
而
聞
也
」
　
(
公
冶
長
)
　
と
愚
痴
を
こ
ぼ
さ
れ
た
孔

子
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
人
の
欲
に
つ
い
て
も
ま
た
そ
れ
を
哲
学
的
概
念

と
し
て
措
定
し
言
及
す
る
こ
と
は
無
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ノ
・

二
　
孟
子
の
欲

養
心
の
方
法
と
し
て
「
寡
欲
」
庖
説
い
た
孟
子
の
∵
「
欲
」
・
に
対
す

る
考
え
を
探
っ
て
ゆ
こ
う
。
耳
目
の
欲
せ
説
い
た
件
.
で
ぁ
る
。

世
俗
所
謂
不
孝
者
五
。
惰
其
四
支
、
l
一
不
顧
父
母
之
養
∵
一
不
孝
也
。

博
葵
好
飲
酒
、
不
顧
父
母
之
養
」
　
二
不
孝
也
バ
好
貨
財
、
私
妻
子
、

不
顧
父
母
之
養
、
三
不
孝
也
。
.
従
耳
目
之
欲
以
岳
父
母
数
、
四
不

孝
也
。
好
勇
関
根
以
危
父
母
、
.
五
不
孝
也
　
(
斑
婁
下
)

こ
こ
で
は
、
「
耳
目
の
飲
」
だ
け
が
名
詞
の
l
「
欲
し
と
し
て
明
言
さ
れ

て
い
る
が
、
不
幸
を
招
来
す
る
原
因
で
あ
る
」
　
四
肢
即
ち
体
が
怠
惰
で

あ
る
こ
と
、
博
変
や
飲
酒
を
好
む
こ
と
、
貸
財
を
好
み
妻
子
の
み
を
大

切
に
す
る
こ
と
、
勇
気
を
好
み
闘
争
す
る
こ
と
も
、
人
の
欲
に
外
な
ら

な
い
。
こ
の
身
体
に
根
拠
を
も
つ
欲
を
、
‥
孟
子
は
、
骨
の
埠
で
あ
る
孝

を
妨
げ
る
も
の
と
捉
え
、
徳
に
対
置
さ
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
こ
の
身
体
的
欲
求
は
、
具
体
的
に
は
　
「
口
之
於
昧
也
、
目

之
於
色
也
、
耳
之
於
聾
也
、
鼻
之
於
臭
也
、
四
肢
之
於
安
侠
也
、
性
也
。
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有
命
焉
、
君
子
不
謂
性
也
」
　
(
蓋
心
下
)
　
と
、
口
が
味
を
求
め
、
目
が

色
を
求
め
、
耳
が
声
を
求
め
、
鼻
が
香
を
求
め
、
四
肢
が
安
逸
を
求
め

る
五
官
の
欲
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
も
人
の
生
ま
れ
つ
き
即
ち
本
性
に
は

違
い
な
い
が
、
し
か
し
必
ず
し
も
全
て
の
欲
求
を
満
た
し
て
そ
れ
ら
が

自
己
を
実
現
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
君
子
は
そ
れ
を
性
と
言
わ

な
い
、
と
説
い
て
い
た
。
「
生
之
謂
性
」
と
し
て
生
理
的
身
体
的
生
ま

れ
つ
主
人
を
性
と
す
る
告
子
を
否
定
す
る
孟
子
に
し
て
み
れ
ば
、
こ
れ
は

当
然
の
こ
と
で
濁
ろ
う
㌣
　
つ
ま
り
、
仁
義
礼
智
を
核
と
す
る
性
善
説
を

説
く
孟
子
に
お
い
て
は
、
「
口
目
耳
鼻
四
肢
」
が
生
ま
れ
つ
き
自
然
に

「
昧
色
声
臭
安
侠
」
宜
求
め
る
そ
の
無
制
御
な
欲
を
そ
の
ま
ま
性
と
す

る
こ
士
は
瀞
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
ら
は
完
全
に
充
足
し
て
自
己
実
現

す
る
こ
.
と
の
で
き
な
い
生
理
的
身
体
的
欲
求
に
過
ぎ
な
い
と
考
え
ら
れ

て
い
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
「
耳
目
之
官
、
不
忠
而
蔽
於
物
、
物
交

物
」
則
引
之
而
巳
兵
。
心
之
官
則
思
、
思
則
得
之
、
不
忠
則
不
得
也
。

此
天
之
所
輿
我
者
、
先
立
乎
其
大
老
、
則
其
小
者
弗
能
奪
也
」
　
(
告
子

上
)
　
と
説
か
れ
る
よ
う
に
、
孟
子
に
お
い
て
は
、
思
慮
せ
ず
欲
求
す
る

苛
子
の
　
「
欲
」
　
に
つ
い
て
　
(
橋
本
)

だ
け
の
耳
目
な
ど
の
感
覚
器
官
も
思
慮
す
る
心
も
共
に
1
　
天
与
の
物
で

は
あ
る
が
、
し
か
し
耳
目
の
官
即
ち
l
「
口
目
耳
鼻
四
肢
」
に
.
根
拠
を
も

つ
欲
は
大
な
る
価
値
あ
る
心
と
は
異
な
↓
て
、
.
小
な
遁
無
価
値
を
も
の

に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
孟
子
に
お
い
て
、
.
.
身
体
を
根
拠
に
し
た

欲
の
存
在
は
認
識
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
た
だ
そ
れ
は
常
に
徳
に
対
す

る
否
定
的
概
念
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
以
下
の
言
説
が
明
瞭
に
物
語
っ
て
く
れ
る
?
　
「
天
下
之

士
悦
之
、
人
之
所
欲
也
。
廟
不
足
以
解
憂
。
好
色
」
人
之
所
欲
。
妻
帯

之
二
女
、
而
不
足
以
解
憂
。
富
、
人
之
所
欲
∵
富
有
天
下
、
・
而
不
足
以

解
菱
。
貴
、
人
之
所
飲
。
貴
鵠
天
子
、
而
不
足
以
解
貢
。
人
悦
之
、
-
好

色
、
富
、
貴
無
足
以
解
憂
者
。
惟
順
於
父
母
可
以
解
貢
と
　
(
萬
章
上
)
。

孟
子
は
、
欲
及
び
欲
の
対
象
と
し
て
H
「
人
悦
之
∵
好
色
、
▼
富
∵
貴
」
を

挙
げ
、
身
体
的
生
理
的
欲
求
に
加
え
て
、
「
富
∵
貴
」
、
.
を
求
め
る
社
会

的
欲
望
の
存
在
を
明
ら
か
に
し
た
。
し
か
し
↓
女
母
に
愛
さ
れ
や
い
と

い
う
心
の
憂
い
は
、
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
は
解
消
さ
れ
ず
、
・
た
だ
父
母
に

従
う
孝
に
よ
っ
て
の
み
解
消
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
従
っ
て
孟
子
に
お
い
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苛
子
の
　
「
欲
」
　
に
つ
い
て
　
(
橋
本
)

て
「
欲
」
は
そ
の
対
象
物
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
孝
な
ど
の
徳
の
実
践

に
よ
っ
て
の
み
真
に
満
た
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

更
に
孟
子
は
、
人
間
の
欲
の
最
た
完
も
の
で
あ
る
生
存
欲
を
越
え
て
、

人
の
道
で
あ
る
義
を
実
践
し
ょ
う
と
す
る
道
徳
的
欲
望
を
説
く
∵

生
亦
我
所
欲
也
、
義
亦
我
所
欲
也
。
二
者
不
可
得
兼
、
含
生
而
取

義
老
也
。
生
亦
我
所
欲
、
所
欲
有
甚
於
生
者
、
故
不
焉
萄
得
也
、

・
死
亦
我
所
悪
、
所
悪
有
甚
於
死
者
、
故
息
有
所
不
辟
也
。
如
佳
人

之
折
欲
莫
甚
於
生
、
則
凡
可
以
得
生
者
何
不
用
也
。
…
…
是
紋
所

.

.
欲
有
甚
於
生
者
、
所
悪
有
甚
於
死
濱
、
非
濁
賢
者
有
是
心
也
、
人

.
皆
有
之
、
賢
者
能
勿
喪
耳
　
(
告
子
上
)

生
存
欲
求
を
捨
て
て
も
、
己
の
義
に
生
き
義
に
死
の
う
と
す
る
遺
徳
的

欲
望
の
方
を
価
値
あ
る
も
の
と
七
、
人
が
最
も
嫌
悪
す
る
死
よ
り
、
不

義
の
行
い
を
こ
そ
嫌
悪
す
べ
き
だ
、
と
す
る
孟
子
の
義
至
上
主
義
が
、

こ
の
言
説
に
は
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
孟
子
は
、
生
理
的
欲

求
を
そ
の
人
間
性
理
解
の
視
角
か
ら
排
除
し
、
た
だ
、
内
な
る
仁
の
ま

ま
こ
内
な
る
義
‥
卜
生
き
よ
う
と
す
る
倫
理
的
道
徳
的
欲
望
を
こ
そ
重
視

し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
欲
望
は
情
せ
牛
て
次
の
よ
う
に
説
か
れ
る
。

乃
若
其
情
、
則
可
以
焉
善
夫
、
㍉
乃
所
謂
藩
也
?
若
実
篤
不
善
‥
非

。
才
之
罪
也
。
側
隠
之
心
↓
人
皆
看
之
。
▼
羞
悪
之
心
∵
人
皆
有
之
。
・

.
恭
敬
之
心
、
入
管
有
之
。
是
非
之
心
、
F
l

入
管
有
之
。
l・
側
隠
之
心
仁

也
、
羞
悪
之
心
義
也
、
恭
敬
之
心
縫
也
∵
是
非
之
心
哲
也
。
.
1
仁
義

祀
智
、
非
由
外
轢
我
也
。
我
周
有
之
也
。
4
弗
思
耳
央
喜
子
上
)

孟
子
は
、
情
の
ま
ま
で
あ
る
こ
上
主
よ
.
?
て
、
盲
せ
実
践
す
j
こ
せ
ガ

で
き
、
ま
た
そ
れ
が
善
で
あ
る
、
主
一
月
う
。
∴
側
隠
∴
羞
畢
・
辞
讃
∵
是

非
の
心
で
あ
る
仁
義
礼
智
は
勿
論
善
で
法
る
が
了
こ
れ
、
わ
の
尊
な
る
性

を
拡
充
実
践
し
て
自
己
実
現
し
て
ゆ
こ
う
と
す
る
欲
望
で
あ
完
備
も
ま

た
孟
子
に
お
い
て
は
間
違
い
を
く
善
で
あ
カ
ナ
や
、

要
す
る
に
、
孟
子
は
、
人
の
性
に
は
「
ロ
目
耳
鼻
四
肢
」
・
な
ど
の
身

体
的
生
理
的
欲
求
と
仁
義
礼
智
な
ぜ
の
倫
理
性
遺
徳
堆
士
の
側
面
が
あ

る
と
し
を
が
ら
も
、
、
そ
の
倫
理
性
遺
徳
性
l

の
み
に
蕉
占
盲
当
て
て
性
上

し
て
、
人
間
理
解
の
根
拠
起
点
と
し
た
∵
ま
た
、
そ
の
性
を
拡
充
実
践

し
ょ
ぅ
と
す
る
倫
理
的
遺
徳
的
欲
望
で
あ
る
情
を
も
善
七
七
て
肯
定
t
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た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
孟
子
は
、
本
釆
多
義
的
両
義
的
で
あ
る
欲
を
、

身
体
的
生
理
的
な
も
の
は
欲
求
と
し
て
否
定
し
、
倫
理
的
遺
徳
的
な
も

の
は
欲
望
と
し
て
肯
定
し
て
お
り
、
こ
こ
に
孟
子
の
欲
理
解
が
二
重
構

卦
掛
㌘
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

と
こ
ろ
が
、
「
富
、
人
之
所
欲
。
貴
、
人
之
所
欲
」
と
、
人
が
皆
備

え
た
富
と
貴
な
ど
の
社
会
的
価
値
を
求
め
る
欲
望
に
関
し
て
は
、
・
そ
の

是
非
善
意
の
判
断
を
下
し
て
は
い
な
い
。
つ
ま
り
、
孟
子
は
、
欲
を
身

体
・
社
会
・
遺
徳
そ
れ
ぞ
れ
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
多
義
的
に
、
か
つ
善

悪
両
義
的
に
捉
え
て
い
た
に
も
拘
ら
ず
、
そ
の
遺
徳
的
欲
望
即
ち
義
の

み
を
価
値
あ
る
も
の
善
な
る
も
の
と
断
じ
、
人
間
存
在
の
本
質
と
し
て

性
善
説
を
展
開
し
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
孟
子
の
性
善
説
の
パ

ラ
ダ
イ
ム
で
は
、
性
の
自
己
実
現
の
妨
げ
に
な
る
身
体
的
生
理
的
欲
求
、

及
び
判
断
を
保
留
し
た
社
会
的
欲
望
を
掬
い
取
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。
た
だ
、
外
在
的
な
価
値
を
求
め
る
欲
求
欲
望
に
よ
っ
て
、

そ
の
内
在
的
価
値
で
あ
る
性
を
拡
充
し
よ
う
と
す
る
倫
理
的
欲
望
で
あ

る
義
の
実
践
即
ち
自
己
実
現
が
妨
げ
ら
れ
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

苛
子
の
　
「
欲
」
に
つ
い
て
　
(
橋
本
)

心
を
養
う
方
法
と
し
て
の
「
寡
欲
」
.
が
説
か
れ
る
の
み
で
あ
・
、
っ
た
㌍
「
養

心
莫
善
於
寡
欲
、
其
鳥
人
也
寡
欲
、
・
郎
有
不
存
焉
者
寡
兵
∵
其
鳥
人
也

多
欲
、
蛙
有
存
焉
老
寡
夫
」
へ
志
心
下
)
‥
と
‥
欲
は
善
な
る
心
を
曇
ら
せ
る
.

も
の
で
あ
り
、
心
を
養
う
た
め
に
は
欲
を
少
な
く
す
逐
こ
と
が
一
轟
だ

④

と
曖
味
な
言
葉
を
残
す
の
み
で
、
欲
を
重
要
を
概
念
と
し
て
措
定
し
了

更
に
哲
学
的
思
索
を
深
め
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

(
三
)
　
筍
子
の
　
「
欲
」
　
に
つ
い
て
1
性
悪
説
の
根
拠
∵
∵

一
苛
子
の
視
座

87

孟
子
は
、
性
善
説
に
基
づ
く
人
間
観
を
構
築
し
、
性
の
地
平
に
お
い⑤

て
人
間
の
平
等
性
を
説
き
、
人
が
聖
人
に
ノ
成
れ
る
可
能
性
を
提
唱
し
た
。

苛
子
も
ま
た
「
凡
人
之
性
者
、
尭
爵
之
典
薬
拓
■
其
性
.
「
也
∵
君
子
之

輿
小
人
、
其
性
一
也
」
　
(
性
慧
)
あ
る
い
ノ
は
主
・
「
相
性
知
能
、
.
.
君
子
小

人
一
也
」
　
(
栄
辱
)
　
と
明
言
し
∵
尭
ノ
・
.
畠
な
ど
の
聖
人
か
ら
無
頼
拓
な

ど
の
暴
君
ま
で
、
あ
る
い
は
君
子
と
小
人
と
の
差
異
は
完
壁
に
解
消
さ
れ
バ



筍
子
の
.
「
欲
」
　
に
つ
い
て
　
(
橋
本
)

人
は
そ
の
本
性
で
あ
完
性
の
地
平
に
お
い
て
全
く
平
等
な
存
在
で
あ
る

と
し
た
。
し
か
し
そ
れ
は
「
人
之
生
国
小
人
」
　
(
柴
辱
)
　
と
、
小
人
の

地
平
に
お
い
て
平
等
で
あ
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
孟
子
の
性
の

地
平
が
、
「
尭
舜
、
性
老
也
」
　
(
遠
心
下
)
　
と
、
聖
人
の
そ
れ
で
あ
っ

た
こ
と
と
、
全
く
正
反
対
の
人
間
理
解
の
視
座
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
苛
子
の
人
間
理
解
の
出
発
点
も
ま
た
、
そ
初
批
判

の
矛
先
で
あ
っ
た
孟
子
と
同
様
に
性
の
地
平
に
立
ち
返
る
こ
と
で
あ
っ

た
。
そ
う
し
て
初
め
て
、
最
も
根
源
的
で
鋭
角
的
な
孟
子
思
想
批
判
を

展
開
し
、
人
間
存
在
を
そ
の
根
源
か
ら
新
た
に
捉
え
直
し
て
、
新
た
な

タ
イ
プ
の
人
間
を
創
造
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
っ
た
。

孟
子
同
様
に
性
の
地
平
に
立
っ
た
苛
子
は
、
孟
子
の
　
「
寡
欲
」
　
の
考

え
に
対
し
て
も
、
「
凡
語
治
而
待
寡
欲
者
、
無
以
節
欲
、
而
困
於
欲
多

者
也
」
　
(
正
名
)
　
と
、
孟
子
を
多
欲
に
苦
し
む
者
で
あ
る
と
断
じ
、
そ

の
欲
に
関
す
る
考
え
の
浅
薄
さ
を
徹
底
的
に
非
難
否
定
し
た
。
こ
の
よ

う
な
孟
子
の
余
り
に
も
楽
観
的
で
方
法
論
の
欠
如
し
た
思
考
を
、
無
批

判
無
反
省
的
に
受
け
入
れ
る
こ
と
は
、
有
子
に
は
で
き
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。
碍
子
が
、
孟
子
の
思
想
を
根
底
か
ち
覆
し
、
同
じ
儒
者
で
あ
月

な
が
ら
真
っ
向
か
ら
対
立
す
る
性
悪
説
に
基
づ
く
人
間
観
を
展
開
.
し
た

の
は
、
孟
子
の
性
善
説
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
で
は
掬
い
取
れ
を
か
′
っ
た
∵
戦

国
の
世
に
あ
っ
て
生
き
る
こ
と
に
苦
し
む
人
々
の
現
実
即
ち
欲
が
、
1
苛

子
の
目
に
は
余
り
に
鮮
や
か
に
映
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
.
っ
た
。
.

二
　
性
と
情
と
欲
と

苛
子
は
、
哲
学
的
概
念
の
明
確
な
規
定
を
行
っ
た
正
名
篇
に
お
い
て
、

性
と
情
と
欲
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
簡
潔
明
瞭
に
説
い
て
い
た
。

「
性
者
天
之
就
也
。
楕
者
性
之
質
也
。
欲
者
惰
之
應
也
」
性
は
天
の
営

み
に
因
る
も
の
、
情
は
そ
の
性
の
本
質
、
欲
は
そ
の
性
の
本
質
で
あ
る

情
の
動
き
即
ち
可
変
的
志
向
性
で
あ
る
と
。
・

そ
れ
で
は
、
性
が
何
を
意
味
し
て
い
た
の
か
考
察
し
て
ゆ
こ
う
。
筍

子
は
、
性
と
侭
の
分
界
点
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
説
い
て
い
た
。

「
凡
性
者
天
之
就
也
、
不
可
學
、
不
可
事
者
也
。
縫
義
者
聖
人
之
所
生

也
、
人
之
所
學
而
能
、
所
事
而
成
者
也
.
。
不
可
學
、
不
可
事
、
甫
在
人

者
、
謂
之
性
。
可
學
而
能
、
可
事
而
成
之
在
人
者
、
謂
之
伯
。
定
性
侶
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之
分
也
」
　
(
性
悪
)
。
性
と
は
、
人
為
を
越
え
た
天
の
営
み
に
よ
っ
て
人

に
与
え
ら
れ
、
人
の
学
問
的
営
み
な
ど
の
人
為
に
よ
っ
て
は
獲
得
で
き

⑥

な
い
も
の
で
あ
る
と
。
し
か
し
、
こ
れ
だ
け
で
は
性
の
善
悪
は
論
じ
ら

れ
な
い
。
で
は
碍
子
は
何
故
性
を
恵
と
断
じ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

今
人
之
性
、
生
而
有
好
利
焉
。
順
是
、
故
争
奪
生
、
而
群
議
亡
焉
。

生
而
有
疾
悪
焉
。
順
是
、
故
残
賊
生
、
而
忠
信
亡
焉
。
生
而
有
耳

目
之
欲
好
馨
色
焉
。
順
是
、
故
淫
群
生
、
而
祇
義
文
理
亡
焉
。
然

別
従
人
之
性
順
人
之
情
、
必
出
於
字
奪
、
合
於
犯
文
乱
理
、
而
掃

於
暴
.
(
性
悪
)

こ
こ
で
苛
子
は
、
そ
の
性
を
.
「
生
ま
れ
な
が
ら
利
を
好
み
、
疾
を
悪
み
、

耳
目
の
欲
の
声
色
を
好
む
」
　
こ
と
で
あ
る
と
説
く
。
苛
子
が
性
と
し
た

の
は
、
仁
義
礼
智
を
こ
そ
性
の
核
と
す
る
た
め
に
孟
子
が
切
り
捨
て
た

と
こ
ろ
の
身
体
的
生
理
的
欲
求
で
あ
り
、
ま
た
善
悪
ど
ち
ら
か
明
言
を

避
け
た
社
会
的
利
益
に
対
す
る
志
向
性
と
し
て
の
欲
望
で
あ
っ
た
。
こ

こ
で
特
に
重
要
な
こ
と
は
、
「
順
是
」
と
表
現
さ
れ
た
よ
う
に
、
性
に

は
性
の
ま
ま
に
自
己
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
動
き
即
ち
方
向
性
が
プ
ロ

苛
子
の
　
「
欲
」
　
に
つ
い
て
　
(
橋
本
)

グ
ラ
ム
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
「
人
之
性
、
生
而
離
其
朴
、
難
其

資
、
必
失
而
裏
之
。
用
此
観
之
、
然
別
人
之
性
悪
明
夫
」
　
(
性
悪
)
　
と
、

⑦

性
と
は
、
本
来
の
朴
・
資
を
平
征
し
て
そ
れ
ら
を
喪
失
さ
せ
る
方
向
性

を
備
え
た
動
き
で
あ
り
、
一
定
不
変
の
遺
徳
的
価
値
で
あ
る
仁
義
礼
智

等
の
実
体
的
概
念
で
は
無
か
っ
た
。
「
人
之
性
、
飢
而
欲
飽
、
寒
而
欲

煩
、
努
而
欲
休
、
此
人
之
惰
性
也
」
　
(
性
悪
)
　
で
あ
り
、
「
欲
飽
、
欲
煩
、

欲
休
」
と
い
う
身
体
的
生
理
的
欲
求
に
外
な
ら
ず
、
こ
の
性
の
ダ
イ
ナ

ミ
ズ
ム
自
体
は
、
本
来
は
倫
理
的
遺
徳
的
判
断
で
あ
る
善
悪
に
よ
っ
て

規
定
さ
れ
得
る
概
念
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
後
述
の
よ
う
に
こ
の

性
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
の
方
向
性
を
「
所
謂
悪
者
、
偏
険
惇
乱
也
」
　
(
性

悪
)
　
と
規
定
さ
れ
た
悪
で
あ
る
社
会
の
偏
険
惇
乱
に
関
連
さ
せ
る
こ
と

で
、
欲
を
悪
と
断
じ
る
必
要
性
が
、
筍
子
に
は
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

苛
子
は
、
「
惰
性
」
と
い
う
語
を
用
い
て
、
そ
の
性
の
方
向
性
を
情

動
で
あ
る
性
と
規
定
し
た
が
、
こ
れ
は
　
「
夫
好
利
而
欲
得
者
、
此
人
之

⑧

惰
性
也
」
、
「
若
夫
目
好
色
、
耳
好
馨
、
口
好
味
、
心
好
利
、
骨
体
膚
理

好
愉
快
、
是
皆
生
於
人
之
惰
性
者
也
」
　
(
性
悪
)
　
と
説
か
れ
、
利
益
の
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苛
子
の
　
「
欲
」
　
に
つ
い
て
　
(
橋
本
)

追
求
と
獲
得
欲
、
ま
た
目
耳
口
心
骨
体
膚
理
の
生
理
的
身
体
的
欲
求
を

⑨

意
味
す
る
概
念
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
性
を
悟
性
と
し
て
限
定
し
て
、

そ
れ
を
欲
の
動
き
即
ち
欲
動
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
、
苛
子
の
人
間

理
解
の
根
底
に
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
が
、
苛
子
は
性
そ
れ
自
体
が
実
体

的
絶
対
的
な
悪
で
あ
る
と
は
言
明
し
て
い
な
い
。

次
に
、
性
と
欲
を
結
ぶ
情
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
苛
子
は
性
に

お
い
て
万
人
が
平
等
で
あ
る
の
と
同
様
に
、
「
故
千
人
萬
人
之
情
、
一

人
之
情
是
也
」
　
(
不
萄
)
　
と
し
て
、
情
に
お
い
て
も
全
て
の
人
は
平
等

で
あ
る
と
説
く
。
そ
の
情
は
「
性
之
好
悪
喜
怒
哀
禦
、
謂
之
情
」
　
(
正

名
)
　
な
ど
の
自
然
の
感
情
の
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、
「
人
之
情
、
食
欲

有
賀
豪
、
衣
欲
有
文
縮
、
行
欲
有
輿
馬
、
又
欲
夫
飴
財
蓄
積
之
富
也
。

然
而
窮
年
累
世
、
不
知
足
、
是
人
之
情
也
」
　
(
栄
辱
)
　
と
説
か
れ
る
よ

う
に
「
易
蒙
、
文
繍
、
輿
馬
、
飴
財
蓄
積
の
富
」
に
対
し
て
方
向
づ
け

ら
れ
た
不
断
の
動
き
で
あ
っ
た
。
更
に
、
「
夫
貴
鵠
天
子
、
富
有
天
下
、

是
人
情
之
所
同
欲
也
。
然
別
従
人
之
欲
則
勢
不
能
容
、
物
不
能
暗
也
」

へ
蓑
辱
)
　
と
、
高
費
と
富
総
を
求
め
る
人
の
情
は
万
人
に
等
し
い
も
の

で
あ
る
が
、
こ
の
情
動
は
即
ち
欲
で
あ
り
、
こ
の
欲
に
従
っ
た
な
ら
ば
、

そ
の
欲
望
を
抑
え
る
こ
と
も
、
物
は
そ
の
欲
を
満
た
す
こ
と
も
で
き
な

い
、
と
言
う
。
情
も
ま
た
ダ
イ
ナ
ミ
ム
ズ
ム
に
外
な
ら
な
か
っ
た
。

で
は
、
欲
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
性
の
地
平
に
お
い
て
も
情
の
地
平

に
お
い
て
も
平
等
で
あ
っ
た
人
は
、
「
好
柴
悪
辱
好
利
恵
害
、
是
君
子

小
人
之
所
同
也
」
　
(
柴
辱
)
　
と
、
「
好
発
意
辱
好
利
悪
書
」
　
の
欲
の
地

平
に
お
い
て
も
、
君
子
小
人
の
別
な
く
皆
平
等
で
あ
る
、
と
苛
子
は
説

く
。
し
か
も
そ
れ
は
、
前
述
の
よ
う
に
　
「
人
之
生
国
小
人
」
と
、
小
人

の
地
平
に
お
け
る
平
等
で
あ
っ
た
。
有
子
は
、
人
の
生
ま
れ
つ
き
を
、

聖
人
と
し
て
道
徳
的
に
価
値
化
さ
れ
る
以
前
の
、
性
の
本
質
で
あ
る
情
、

そ
の
動
き
で
あ
る
欲
に
お
い
て
捉
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

次
の
言
葉
を
見
て
み
よ
う
。
「
凡
人
有
所
一
同
。
飢
而
飲
食
、
寒
而

欲
煩
、
努
而
欲
息
、
好
利
而
悪
書
、
是
人
之
所
生
而
有
也
。
是
無
待
而

然
老
也
。
是
成
案
之
所
同
也
」
　
(
柴
辱
)
。
萬
祭
な
ど
聖
人
暴
君
の
別
な

く
全
て
の
人
は
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
、
「
飢
而
飲
食
、
寒
而
欲
煩
、

努
而
欲
息
、
好
利
而
悪
書
」
と
い
う
よ
う
な
生
理
的
身
体
的
欲
求
と
社

90



会
的
欲
望
を
備
え
て
い
た
。
人
が
皆
生
ま
れ
な
が
ら
に
備
え
た
こ
の
欲

は
、
「
祀
起
於
何
也
。
日
、
人
生
而
有
欲
。
欲
而
不
得
、
則
不
能
無
求
。

求
而
無
度
量
分
界
、
則
不
能
不
学
。
学
則
乱
、
乱
則
窮
」
　
(
礼
論
)
　
と

言
わ
れ
る
よ
う
に
、
無
限
に
自
己
実
現
を
追
求
す
る
よ
う
プ
ロ
グ
ラ
ム

さ
れ
て
お
り
、
範
囲
や
制
限
が
無
け
れ
ば
、
争
い
が
生
じ
、
世
の
中
は

乱
れ
、
行
き
詰
ま
る
、
と
有
子
は
説
く
。
つ
ま
り
、
欲
の
自
然
の
動
き

即
ち
欲
動
は
、
「
天
下
書
生
綻
欲
。
欲
悪
同
物
欲
多
而
物
寡
、
寡
則
必

寧
央
」
　
(
冨
國
)
　
と
、
欲
の
自
己
実
現
の
た
め
に
無
限
に
利
欲
を
追
求

す
る
方
向
性
を
備
え
た
動
き
で
あ
り
、
世
界
に
は
そ
の
欲
を
満
た
す
物

⑲

が
不
足
し
て
お
り
、
そ
の
為
に
争
い
が
生
じ
る
こ
と
は
必
定
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
性
、
情
の
ま
ま
に
す
れ
ば
、
社
会
の
乱
れ
で
あ
る
「
偏
除
惇
乱
」

即
ち
悪
を
招
来
す
る
と
説
い
た
の
と
同
じ
論
法
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
か

ら
欲
の
動
き
即
ち
欲
動
の
自
然
の
方
向
性
を
悪
と
断
じ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
欲
に
関
し
て
も
、
そ
れ
自
体
が
実
体
的
固
定
的

意
で
あ
る
と
は
、
苛
子
は
言
っ
て
い
な
い
。

以
上
論
じ
た
よ
う
に
、
苛
子
は
性
、
情
、
欲
を
動
き
即
ち
ダ
イ
ナ
ミ

苛
子
の
　
「
欲
」
に
つ
い
て
　
(
橋
本
)

ズ
ム
即
ち
方
向
性
を
備
え
た
欲
動
と
し
て
捉
え
た
。
従
っ
て
、
こ
の
性
、

情
、
欲
は
、
そ
れ
自
体
が
構
造
的
に
実
体
的
悪
を
本
質
と
し
て
具
有
し

て
い
た
の
で
は
決
し
て
な
か
っ
た
。
た
だ
、
そ
れ
ら
が
永
遠
に
満
た
さ

れ
る
こ
と
の
な
い
無
限
の
自
己
実
現
を
求
め
る
こ
と
が
、
生
ま
れ
な
が

ら
の
方
向
性
と
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
さ
れ
、
こ
れ
が
悪
で
あ
る
偏
険
惇
乱

即
ち
社
会
の
乱
れ
を
齋
す
こ
と
か
ら
、
こ
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
で
あ
る
欲

動
の
方
向
性
を
こ
そ
悪
で
あ
る
と
断
じ
た
の
で
あ
る
。
更
に
、
欲
動
と

し
て
捉
え
た
性
を
悪
で
あ
る
と
断
じ
、
生
ま
れ
な
が
ら
の
人
間
存
在
を
一

徹
底
的
に
否
定
す
る
と
こ
ろ
に
、
苛
子
性
悪
説
の
戦
略
的
意
味
と
独
創
　
9
1

性
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
悪
を
招
来
す
る
方
向
性
を
備
え
た
欲
が
生
ま
れ

な
が
ら
に
備
わ
っ
て
い
る
と
認
識
す
る
こ
と
で
、
自
己
の
内
な
る
要
を

摘
出
し
て
絶
対
的
に
自
己
否
定
し
な
け
れ
ば
、
人
と
し
て
生
き
真
の
自

⑪

己
を
実
現
す
る
こ
と
は
不
可
能
だ
、
と
苛
子
は
考
え
た
の
で
あ
る
。
人

の
欲
を
凝
視
し
哲
学
的
思
索
を
深
め
た
か
ら
こ
そ
、
こ
の
よ
う
な
独
自

の
人
間
観
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

三
　
欲
の
両
義
性
と
心
に
よ
る
制
御



有
子
の
　
「
欲
」
　
に
つ
い
て
　
(
橋
本
)

以
上
論
じ
た
よ
う
に
、
本
来
善
で
も
悪
で
も
無
い
ダ
イ
ミ
ム
ズ
ム
で

あ
る
欲
動
の
生
ま
れ
な
が
ら
の
方
向
性
を
悪
と
し
て
性
悪
説
を
展
開
し

た
苛
子
で
あ
る
が
、
一
方
で
は
以
下
の
よ
う
な
言
説
も
あ
る
。

日
舞
白
黒
美
悪
、
耳
舞
音
馨
清
濁
、
口
排
酸
鍼
甘
苦
、
鼻
雑
券
券

脛
腺
、
骨
髄
膚
理
群
寒
暑
疾
養
、
是
又
人
之
所
生
而
有
也
。
是
無

待
而
然
者
也
。
是
畠
英
之
所
同
也
　
(
柴
辱
)

生
理
的
身
体
的
欲
求
の
根
源
で
あ
っ
た
目
耳
口
鼻
骨
餞
膚
理
は
　
「
白
黒

美
悪
、
音
馨
清
濁
、
酸
賊
甘
苦
、
芽
芽
艦
腹
、
寒
暑
疾
養
」
を
「
稗
」

即
ち
弁
別
す
る
方
向
性
を
も
生
ま
れ
な
が
ら
に
備
え
て
い
た
。
こ
の
弁

別
能
力
は
、
「
人
之
所
以
鳥
人
者
、
何
巳
也
。
日
、
以
共
有
舞
也
。
…

…
然
別
人
之
所
以
鳥
人
者
、
非
持
以
二
足
而
無
毛
也
、
以
其
有
井
也
」

(
非
相
)
　
と
言
わ
れ
、
人
が
人
と
し
て
存
在
す
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

で
あ
っ
た
。
苛
子
に
お
い
て
は
、
社
会
の
混
乱
と
い
う
恵
を
招
来
す

る
欲
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
及
び
そ
の
根
拠
で
あ
る
日
耳
口
鼻
骨
能
膚
理

が
、
同
時
に
善
悪
を
弁
別
す
る
方
向
性
即
ち
弁
別
能
力
を
も
備
え
て

い
た
つ
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
で
あ
る
訣
自
体
は
、
善
と

し
て
も
悪
と
し
て
も
現
象
す
る
方
向
性
と
可
能
性
を
備
え
た
両
義
的

概
念
で
あ
り
、
こ
の
欲
及
び
欲
動
を
根
拠
に
概
念
規
定
さ
れ
た
情
も
性

も
ま
た
両
義
的
概
念
で
あ
り
、
従
っ
て
苛
子
の
捉
え
た
人
自
体
が
両
義

的
存
在
で
あ
る
こ
と
が
解
る
。
苛
子
は
、
善
に
も
悪
に
も
現
象
す
る
可

能
性
を
備
え
た
両
義
的
存
在
と
し
て
の
人
間
を
創
造
し
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
苛
子
が
、
悪
意
的
に
性
を
要
と
し
て
性
悪
説
を
説
い
た
の
は
、

悪
の
原
因
で
あ
る
欲
の
方
向
性
即
ち
ダ
イ
ミ
ム
ズ
ム
で
あ
る
欲
動
を
こ

そ
逆
に
利
用
し
制
御
す
る
こ
と
で
、
真
の
社
会
的
人
間
の
化
育
・
形
成

を
目
指
し
た
か
ら
に
外
な
ら
な
か
っ
た
。

知
夫
鳥
人
主
上
者
、
不
美
不
飾
之
不
足
以
一
民
也
、
不
富
不
厚
之

不
足
以
管
下
也
、
不
威
不
強
之
不
足
以
禁
暴
路
惇
也
。
故
必
格
技

大
鐘
撃
鳴
鼓
、
吹
竿
笠
弾
琴
宏
、
以
塞
其
耳
、
必
将
鋼
琢
刻
頒
郡

散
文
章
、
以
塞
其
目
、
必
賂
袈
蒙
稲
梁
五
味
券
芳
、
以
塞
其
口
、

然
後
衆
人
徒
備
官
職
、
漸
慶
貿
巌
刑
罰
、
以
戒
其
心
。
使
天
下
生

民
之
屈
皆
知
己
之
所
願
欲
之
撃
在
干
是
也
、
故
其
賞
行
　
(
富
国
)

菊
子
に
お
い
て
善
で
あ
る
礼
の
実
践
者
君
主
は
、
人
々
の
耳
と
目
と
口
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の
欲
を
満
た
し
て
、
人
々
の
願
い
と
欲
を
満
た
す
も
の
が
全
て
備
わ
っ

て
い
る
と
感
じ
さ
せ
る
よ
う
導
く
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
悪
で
あ
る

欲
を
制
御
し
て
自
己
実
現
に
導
い
て
ゆ
く
構
造
が
見
て
と
れ
る
。

こ
れ
は
、
個
人
の
内
面
に
お
い
て
は
、
「
耳
目
鼻
口
形
能
、
各
有
接

而
不
相
能
也
、
夫
是
之
謂
天
官
。
心
居
中
虚
、
以
治
五
官
、
夫
是
之
謂

天
君
」
　
(
天
論
)
　
と
言
わ
れ
る
。
苛
子
は
身
体
的
生
理
的
欲
求
の
根
拠

で
あ
る
耳
目
鼻
口
形
態
の
天
官
を
治
め
制
御
す
る
天
君
で
あ
る
心
が
、

悪
で
あ
る
欲
動
を
制
御
し
、
自
己
を
実
現
し
て
ゆ
く
主
体
で
あ
る
と
説

く
。
ま
た
、
「
人
生
而
有
知
。
知
而
有
志
。
…
…
心
生
而
有
知
、
知
而

有
異
」
　
(
解
蔽
)
と
、
人
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
知
が
あ
り
、
そ
れ
、

は
心
に
生
ま
れ
な
が
ら
に
備
わ
っ
た
　
「
異
」
即
ち
識
別
能
力
の
こ
と
で

あ
る
と
説
く
。
こ
の
　
「
異
」
は
、

形
饅
色
理
以
目
異
、
馨
音
清
濁
調
節
奇
馨
以
耳
異
、
甘
苦
戚
淡
辛

酸
奇
味
以
口
異
、
番
兵
芽
鬱
艦
腹
漏
后
奇
兵
以
鼻
異
、
疾
善
治
熟

滑
鍍
軽
重
以
形
餞
異
、
説
故
喜
怒
哀
楽
愛
意
欲
、
以
心
異
。
心
有

故
知
。
故
知
則
縁
耳
而
知
馨
可
也
、
縁
日
而
知
形
可
也
。
然
而
徴

筍
子
の
「
欲
」
に
つ
い
て
　
(
橋
本
)

知
、
必
格
待
天
官
之
雷
簿
其
類
、
然
後
可
也
(
正
名
)

と
も
言
わ
れ
、
目
耳
口
鼻
形
餞
の
五
官
は
そ
れ
ぞ
れ
異
即
ち
識
別
能
力

を
備
え
て
い
る
が
、
一
方
悪
を
招
来
す
る
欲
動
の
根
源
で
も
あ
る
と
い

う
両
義
的
概
念
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
は
「
説
故
喜
怒
哀
楽
楽
愛

意
欲
」
を
識
別
す
る
心
の
「
徴
知
」
に
よ
っ
て
こ
そ
制
御
さ
れ
る
べ
き

も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
両
義
的
概
念
で
あ
る
「
性
、
情
、
欲
」

の
動
き
で
あ
る
欲
動
の
グ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
逆
利
用
し
、
そ
れ
を
制
御
し

て
善
へ
導
く
徽
知
を
備
え
主
体
化
さ
れ
た
心
こ
そ
が
、
苛
子
に
お
い
て

は
、
人
間
存
在
の
真
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
外
な
ら
な
か
っ
た
。
従

っ
て
「
心
者
形
之
君
也
。
而
神
明
之
主
也
。
出
令
面
無
所
受
令
。
自
禁

也
自
使
也
、
自
奪
也
自
取
也
、
自
行
也
自
止
也
」
　
(
解
蔽
)
と
も
言
わ

れ
、
形
即
ち
体
の
主
宰
者
で
あ
る
心
だ
け
が
自
律
性
を
備
え
て
自
立
し

た
概
念
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
苛
子
が
、
性
、
情
、
欲
を
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム

と
し
て
捉
え
た
の
は
、
心
が
欲
動
を
如
何
に
制
御
し
て
ゆ
く
か
、
そ
の

主
体
性
こ
そ
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

従
っ
て
、
欲
自
体
を
余
り
に
重
視
し
過
ぎ
て
無
欲
や
寡
欲
を
説
く
老
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筍
子
の
「
欲
」
に
つ
い
て
　
(
橋
本
)

は
、
欲
の
其
の
意
味
が
理
解
で
き
て
お
ら
ず
、
そ
れ
ら
の
説
は
所
詮
効

果
の
無
い
対
症
療
法
に
過
ぎ
な
い
、
と
批
判
の
的
と
な
る
。

凡
語
治
而
待
去
欲
者
、
無
以
道
欲
、
而
困
於
有
欲
者
也
。
凡
語
冶

而
待
寡
欲
者
、
無
以
節
欲
、
而
困
於
多
欲
者
也
。
有
欲
無
欲
、
異

類
也
。
性
之
具
也
、
非
治
乱
也
。
欲
之
多
寡
、
異
類
也
。
情
之
数

也
、
非
治
乱
也
。
欲
不
待
可
得
、
而
求
老
従
所
可
。
欲
不
待
可
得
、

所
受
乎
天
也
。
求
老
従
所
可
、
所
受
乎
心
也
。
所
受
乎
天
之
一
欲
、

制
於
所
受
乎
心
之
多
計
、
国
難
類
所
受
乎
天
也
。
人
之
所
欲
、
生

甚
臭
、
人
之
所
悪
、
死
甚
臭
。
然
両
人
有
従
生
成
死
者
、
非
不
欲

生
而
欲
死
也
、
不
可
以
生
面
可
以
死
也
。
故
欲
過
之
而
動
不
及
、

心
止
之
也
。
心
之
所
可
、
中
理
、
則
欲
稚
多
葵
傷
於
治
。
欲
不
及

而
動
過
之
、
心
使
之
也
。
心
之
所
可
、
失
理
、
則
欲
蛙
寡
実
止
於

乱
。
故
治
乱
在
於
心
之
所
可
、
亡
於
情
之
所
欲
。
…
…
性
老
天
之

就
也
。
情
老
性
之
質
也
。
欲
者
情
之
応
也
。
以
所
欲
以
鳥
可
得
而

求
之
、
情
之
所
必
不
免
也
。
以
鵠
可
両
道
之
、
知
之
所
必
出
也
。

故
姓
氏
守
門
、
欲
不
可
去
。
雄
鳥
天
子
、
欲
不
可
義
。
鉄
雄
不
可

志
、
可
以
近
壷
也
。
欲
雄
不
可
去
、
求
可
節
也
。
所
欲
雛
不
可
壷
、

求
者
猶
近
遠
、
欲
踵
不
可
去
、
所
求
不
得
。
慮
者
欲
節
求
也
。
遺

老
進
則
近
責
、
退
則
節
求
。
天
下
英
之
若
也
」
　
(
正
名
)

こ
の
よ
う
に
、
社
会
の
治
乱
と
欲
は
無
関
係
で
あ
り
心
の
判
断
こ
そ
が

問
題
で
あ
り
、
欲
は
無
く
す
こ
と
も
少
な
く
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
が
、
・

心
の
思
慮
及
び
心
が
道
を
認
識
・
判
断
す
る
力
に
よ
っ
て
欲
を
抑
制
制

御
す
る
こ
と
で
、
そ
の
欲
を
満
足
さ
せ
る
方
法
が
あ
る
と
説
く
苛
子
に

お
い
て
、
人
が
人
と
し
て
真
に
生
き
て
ゆ
く
と
は
、
性
の
生
ま
れ
な
が

ら
の
方
向
性
即
ち
欲
動
の
ま
ま
に
生
き
て
ゆ
く
の
で
は
な
く
、
唯
一
自

律
的
概
念
で
あ
る
心
を
明
確
に
主
体
化
し
、
そ
の
心
の
強
い
主
体
性
に

ょ
っ
て
人
が
自
己
実
現
の
道
を
歩
む
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
本
釆
善

に
も
悪
に
も
可
変
の
両
義
的
概
念
で
あ
る
欲
を
根
拠
に
、
性
が
悪
で
あ

る
と
悪
意
的
に
断
じ
た
の
は
、
絶
対
的
自
己
否
定
の
立
場
に
立
つ
こ
と

な
く
、
自
律
性
を
備
え
た
心
の
主
体
性
に
よ
っ
て
、
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
で

あ
る
欲
動
を
制
御
し
、
そ
の
悪
を
志
向
す
る
性
を
変
化
さ
せ
、
そ
の
根

源
的
自
己
変
革
の
道
を
自
己
実
現
に
向
け
て
歩
む
こ
と
は
不
可
能
だ
っ
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た
か
ら
で
あ
る
。

(
四
)
　
終
わ
り
に

苛
子
に
お
い
て
、
性
、
情
、
欲
は
自
然
の
ま
ま
に
動
こ
う
と
す
る
欲

動
即
ち
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
で
あ
り
、
絶
対
的
実
体
的
悪
で
は
な
く
、
善
に

も
悪
に
も
可
変
で
あ
る
両
義
的
概
念
で
あ
っ
た
が
、
苛
子
は
こ
れ
を
悪

意
的
に
悪
と
断
じ
た
。
こ
の
こ
と
が
、
実
体
論
的
に
し
か
性
悪
説
を
捉

え
ら
れ
な
い
論
者
を
し
て
、
論
理
的
矛
盾
が
あ
る
と
言
わ
し
め
る
の
で

あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
こ
に
こ
そ
苛
子
独
自
の
人
間
観
が
あ
っ
た
の
で

あ
る
。
苛
子
は
性
悪
説
を
展
開
す
る
こ
と
で
、
生
ま
れ
な
が
ら
の
自
己

を
悪
と
す
る
絶
対
的
自
己
否
定
に
立
脚
し
、
心
の
主
体
化
を
図
り
、
そ

の
心
に
よ
っ
て
自
己
を
変
革
し
続
け
な
が
ら
戦
国
の
世
を
生
き
抜
い
て

自
己
を
実
現
し
て
ゆ
く
新
た
な
人
間
を
創
造
し
た
の
で
あ
る
。
有
子
が
、

本
来
両
義
的
概
念
で
あ
っ
た
欲
・
欲
動
に
お
い
て
性
を
規
定
し
、
ま
た

悪
と
断
じ
た
の
は
、
人
間
存
在
に
お
け
る
心
の
主
体
性
と
自
律
性
・
自

筍
子
の
　
「
欲
」
に
つ
い
て
　
(
橋
本
)

立
性
を
確
立
す
る
た
め
に
は
必
要
不
可
欠
の
論
理
的
戦
略
に
外
な
ら
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
が
全
て
で
は
な
い
。

で
は
一
体
、
こ
の
苛
子
の
戦
略
の
真
の
目
的
は
何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う

⑫

か
。
性
悪
説
を
関
係
論
の
視
座
か
ら
再
考
し
、
「
化
性
」
即
ち
苛
子
の

自
己
変
革
の
思
想
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
、
次
の
課
題
で
あ
る
。
こ

れ
は
と
り
も
な
お
さ
ず
、
宋
儒
の
「
気
質
変
化
」
の
思
想
に
開
花
す
る

儒
家
に
お
け
る
自
己
変
革
の
思
想
の
系
譜
を
辿
る
た
め
の
、
必
要
不
可

欠
の
哲
学
的
営
み
で
あ
る
の
だ
か
ら
。

95」

注
①
　
沢
田
多
事
男
「
苛
子
の
抽
象
的
人
間
観
」
　
(
集
刊
東
洋
學
4
所
収
)
、

良
一
氏
「
苛
子
の
本
性
論
-
そ
の
二
重
構
造
に
つ
い
て
-
」
　
(
集
刊
東

洋
學
4
0
所
収
)
な
ど
。

②
　
拙
稿
「
孔
子
の
人
間
観
と
そ
の
聖
化
-
王
陽
明
の
人
間
理
解
に
向
け
て

-
」
　
(
r
漢
文
教
育
1
6
号
」
広
島
大
学
漢
文
教
育
研
究
全
編
)
参
照
。

③
　
孟
子
の
欲
は
二
重
構
造
で
は
な
く
、
自
己
実
現
の
欲
で
あ
る
義
に
よ
っ

て
性
を
拡
充
し
て
自
己
実
現
も
で
き
れ
ば
、
ま
た
自
己
を
崩
壊
さ
せ
も

す
る
二
つ
の
可
能
性
を
備
え
た
両
義
的
概
念
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
孟



筍
子
の
「
欲
」
に
つ
い
て
　
(
橋
本
)

子
は
こ
の
こ
と
を
排
除
し
て
、
二
重
構
造
的
に
義
を
性
と
し
そ
れ
を
善

に
固
定
し
、
性
善
説
を
展
開
し
た
の
で
あ
る
。

④
　
孟
子
に
お
い
て
は
、
「
無
為
其
所
不
鳥
、
無
欲
某
所
不
欲
、
如
此
而
巳

央
」
　
(
遠
心
上
)
　
が
、
寡
欲
の
唯
一
の
方
法
論
で
あ
っ
た
。

⑤
　
拙
稿
「
孟
子
性
善
説
の
可
能
性
と
限
界
」
　
(
『
哲
学
」
4
6
集
　
広
島
哲
学

会
編
)
、
栗
田
直
射
「
性
説
に
関
す
る
一
考
察
」
参
照
。

⑥
　
性
を
天
与
の
無
作
為
的
概
念
で
あ
る
と
す
る
点
は
、
「
仁
義
縫
智
、
非

由
外
轢
我
也
。
我
固
有
之
也
」
　
(
告
子
上
)
　
と
説
く
孟
子
も
同
様
で
あ

る
が
、
そ
の
意
味
内
容
は
全
く
異
な
る
。

⑦
　
性
の
本
始
材
朴
説
が
こ
こ
に
見
え
か
く
れ
す
る
が
、
こ
れ
が
「
礼
論
篇
」

で
説
か
れ
た
意
味
に
つ
い
て
は
次
稿
で
論
じ
た
い
。

㊥
　
碍
子
に
お
い
て
最
も
重
要
な
概
念
で
あ
る
心
が
、
「
心
好
利
」
と
、
利

益
追
求
を
好
む
こ
と
は
、
心
も
ま
た
実
体
的
一
義
的
概
念
で
は
な
く
、

動
き
即
ち
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
両
義
的
概
念
で
あ
る
こ

と
を
恥
瞭
に
示
し
て
い
る
。

⑨
　
孟
子
と
苛
子
の
性
の
概
念
規
雇
は
全
く
異
な
っ
て
い
た
が
、
こ
れ
ら
の

欲
求
欲
望
が
原
因
と
な
っ
て
、
辞
讃
、
忠
信
、
礼
義
文
理
な
ど
の
倫
理

的
道
徳
的
価
値
の
妨
げ
あ
る
い
は
破
壊
に
至
る
と
考
え
る
点
に
お
い
て

は
、
両
者
は
同
様
の
考
え
で
あ
っ
た
。

⑲
　
見
其
可
欲
也
則
不
慮
其
可
悪
也
者
、
見
其
可
利
也
、
則
不
顧
其
可
害
也

者
、
是
以
動
則
必
陥
、
鳥
則
必
辱
。
是
偏
傷
之
忠
　
(
不
萄
)
。

⑪
　
こ
の
こ
と
か
ら
、
人
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
善
意
に
引
き
裂
か
れ
た

存
在
で
あ
り
、
碍
子
が
心
身
二
元
論
の
立
場
に
あ
っ
た
こ
と
は
明
白
で

あ
る
。
拙
稿
「
孟
子
の
心
と
気
-
儒
家
に
お
け
る
身
体
品
序
説
-
」

(
『
哲
学
L
　
4
2
集
　
広
島
哲
学
会
編
)
参
照
。

⑲
　
「
性
也
者
、
吾
所
不
能
島
也
、
然
両
可
化
也
。
…
…
注
餌
習
俗
、
所
以

化
性
也
」
(
儒
効
)
、
「
故
聖
人
化
性
而
起
倒
、
侶
起
而
生
縫
義
、
璋
義

生
面
制
法
度
」
　
(
性
悪
)
　
な
ど
の
言
葉
に
「
化
性
」
の
思
想
が
説
か
れ

て
い
る
。

(
広
島
大
学
留
学
生
セ
ン
タ
ー
)



Buddhism and the essence of it. I want to investigate this satori, focussing on the
Vbnalaki rti- n irdesa -su tra.

A Method of the Interpretation of a Vedic Text in MTmamsa School
On a passage of the Srautasutra quoted in the tabarabhasya

Tomoyuki Uno

In the beginning of the Atmavada of the Sdbarablidsya, Sabarasvamin quotes a
passage from the Srautasutra, 'this very sacrificer equipped with sacrificial tools

goes straight on to the heavenly world '(sa esa yajnayudhi yajamano ' njasa svargam
lokam yati). An opponent here objects that the word 'yajnayudhin' denotes the dead
body (sanhz),which is perceptible, and that there is an inconsistency in its going to
the heavenly world.

According to the Kasikdtikd, Sabarasvamin resolved the inconsistency by resort-
ing to the theories of the indirectly significative function (lak§ana) and that
through a secondary referent (laksitalak^ana) of a word. Thus, the word
'yajnayudhin ' can indirectly denote the soul (atman) which, being imperceptible,
may go the heaven.

Kumarila, moreover, tries to solve the problem by means of the theory of 'the
metaphorical expression of non-difference' (abhedopacara) between the soul and
the body. Namely, when the word 'yajnayudhin' denotes the body, it metaphori-
cally refers to the soul and vice versa, due to the close proximity (pratyasatti)
between the two. In this way, Kumarila takes into account of not only the
significative function but also the metaphorical usage of words.

Xunzi (ig-FO's viewpoint on "Yu (WO"

Keiji Hashimoto

The "xing e shuo (ttSSaft)" is Xunzi (lo^p)'s most important work reguarding
humanity. But many researchers assert that "xing e shuo (143S1&)" is wrought
with pradox without thinking about the basis and the aim of "xing e shuo (143S
IB)".

Xunzi (Irj^p) held that "xing (14)" isn't a substantial concept of it own. Xing,

he thought, is a movement of desire, and this desire has a tendency to cause

disorders. But, on the other side, this desire is able to tell righ from wrong. It
means that "xing (t£)" is ont only right but also wrong. In this respect, it has two

meanings. From this perspective, Xunzi (Iff?) asserted the "xing e shuo ('\iM
SJ)".

He asserted that humanity must repress and control their desire by themselves,
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and have to reform their "xing (14)" in order to become a shengren (SZA=a
Confucian sage)

Dai Zhen (KR)'s theory of Xing shan (t£#)

Yoshihiro Noda

There are two opinino about Dai Zhen's theory of Xing shan. One is the view
that person's nature is perfect, another is that nature is not perfect. I give my
opinion about this subject.
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